
え りも研 究 ・第2号 ・2005

北海 道 襟 裳 岬 にお け る ト ド(動 加θオopf∂8」'αわ∂加8)の 来 遊 状 況 に つ い て

石 川

は じめ に

トド(Eα加θ亡OPゴ∂5」9ロわa甜8)は 、アシカ科の中で もっ

とも大 き くオス の成獣 で体重が1ト ン余 り、 メスで

300kg前 後で ある。 トドの分布 は、カ リフォル ニ ア

南部か らカナ ダ ・ア ラスカの沿岸、ア リュー シャン

列 島、カ ムチ ャ ッカ半 島、千 島列 島、サハ リン周辺

をへて 北海道 に至 る北 太平洋 沿岸 の広 範 囲 であ る

(King,1983)。 しか し、 日本 には トドの繁殖 地は な

く、毎年10～11,月 か ら翌年 の5月 にかけて来遊す る

だ けで ある(山 中 ら,1986)。

近年、 トドの生息数 が激減 してお り、1960年 代 に

は20～30万 頭 の生息数 が、1990年 代 まで の30年 間に

約40～50%も 減少 した と確認 され た。そ の うち北海

道 沿岸 へ の来遊 と関係 の深 い ロシア海域 では74%も

減少 した と報告 され た(Loughlin,etal.,1992)。

そ のため、アメ リカや ロシアでは トドを絶滅危惧種

に指定 し、保護 の対象 としている(IUCN,1993)。 日

本 では、これ まで深刻 な漁業被害 を与 える害獣 とし

慎 也1)

て毎年多数が駆除 されて きたが(和 田 ら,1999)、19

94年 に水産庁が希少種、1997年 に環境省が絶滅危惧

H類 、2000年 に北海道が希少種 にそれぞれ指定 し、

保護 の姿勢 を示 し始 めてい る。

一方で
、北海道 日本海側沿岸 を中心 に毎年10億 円

以上 の漁業被害 が発生 してお り、最近で は青森県下

北沿岸で も被害が深刻化 してきてい る。そ こで、漁

業被害 を軽減す るた め、水産庁 な どによ り トドの環

境学的 ・生態学的調査 が実施 され、北海道 日本海沿

岸 を中心 とした トドの来遊状況 につい て報告 され て

い る(図1)(星 野,2004、 桜井 ら,2004)。

しか し、襟裳岬周辺 の来遊状況 についての調査は、

過去 に聞き取 りによる調査(山 中,1983、 山中 ら,19

86)と2000年 よ り毎年年末 に実施 され る 「年末 トド

セ ンサス」(ト ドワー キ ンググル ープ未発表)の み

である。 そ こで、近年 の襟裳 岬での トドの来遊状況

について報告す る。
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図1.北 海道沿岸における トドの来遊状況(星 野,2004よ り)

現在の推定来遊頭数は300-500頭 、そのうち7-9割 が日本海側に来遊
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調査地及び調査方法

襟裳岬は、 日高山脈襟裳国定公園の南端 に位置 し、

沖合 い2kmに わた り大小 の岩礁 が続 いてい る(写 真

1)。

写真1.襟 裳岬の岩礁帯(矢 印は上陸地点)

そ の岩礁帯 は、ゼ ニガタアザ ラシの 日本最大 の生

息地 となってい る。

調査 は、一年 を通 して襟裳 岬に トドが どの時期 に

来遊す るか 目視観察 した。調査 は、1998年 に205日 、

1999年 に250日 、2000年 に249日 、2001年 に251日 、

2002年 に236日 、2003年 に233日 、2004年 に246日 に

わた り実施 した。襟裳 岬の展望 台よ り、30～60倍 の

望遠鏡 を使用 して、岩礁 に上 陸または遊泳 してい る

トドを観察 し記録 した。 また、襟裳 岬では、 トドの

上陸す る岩礁 が観察者 か ら約2kmと 離れているため、

メスお よび若齢 オスの区別 ができないため、成獣 オ

ス と他 の個体 に分 けてカ ウン トを行 った。

結 果

調査期 間の襟裳 岬におけ る トドの 目撃記録 は表1

の通 りである。1999年 お よび2001年 は、調査 実施 日

に トドを観 察す ることはできなかった。 トドの確認

頭数 は1998年 ～2002年 までは、成獣 オスではない個

体 がそれ ぞれ1頭 のみで観察 され た(写 真2、3)。

しか し、2003、2004年 は、表2の 通 り複数 の個 体

が観察 され 、 そ の中 には成獣 オ ス も含 まれ てい た

(写真4)。

写真2.成 獣ではない トド(撮 影:倉 沢栄一)

写真3.成 獣 ではない トド(撮 影:倉 沢栄一)

しかし、今回の調査では、ロシア地域の繁殖場に

おいて標識を付けられた トドの確認はできなかった。

襟裳岬における トドの来遊時期は、春以降も観察さ

写真4.ト ドの成獣。岩礁 の高い ところへ上が る

れた2000年 を除 くと、年度に よって若 干異な るが、
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おお よそ2月 下旬か ら4.月 上旬 にか けて とい える。

トドが上陸す る岩礁 は、 ほぼ決まってお り、同 じ

時期 に襟裳岬 に生息 してい るゼニガ タアザ ラシが上

陸す る ことのできない岩礁 の高い場所 で あった(写

真1,4)。

考 察

過去の襟裳岬の調査で は、1970年 ころまでは30頭

前後の来遊がみ られた。また、襟裳岬での トドの来遊

群の性比、齢構成 は、地元の海獣狩猟者の金丸重春

氏 の話 か ら、「ほぼ3:7の 割 合 で雌 が多 く、雌 雄 と

もに主体 は若い個体で ある」 とい う状況で あった。

しか し、そ の後1980年 代 にはまれ に1～2頭 上陸 し

てい るのをみ かける程度 にまで減少 した(山 中,198

3山 中 ら,1986)。 今 回 の調 査で 、2002年 までは1980年

代 と同様 の上陸状況 であった。しか し、2003、2004年

は成獣オスを含む複数 の個体(最 大同時確認数4頭)

が上 陸 しているのが確認 され た。 これ が、襟裳 岬に

来遊す る トドの増加 につ ながってい くのか ど うかに

ついては、継続 して調査 を実施 してい く必要が ある。

最後 に、北海道周辺域 の トドに関す る生物 学的情

報 が乏 しい ことが、 トドと人 との共存 を考 えてい く

上で の障害に なってい る(和 田,2000)の で、今 回

の報 告がその一助 となれば と光栄であ る。
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表1.襟 裳岬におけるトドの目撃記録
年 月 日

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

4月12日

目 撃 な し

3/3,11,12,19、4/3-9,14-16、5/5-7,21-6/3,16,24、9/1-4

目 撃 な し

2/25、5/27

2/16」8,19,22,24,27、3/1,12,13,14,18,25、4/5,6

3/20,21,24,29、4/7

計
日

日

日

日

日

日

日
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表2.2003、2004年 の トドの 上 陸 数

2003年

2/162/182/192/222/242/273/1

成獣オス

他 1

1

1 2

《
璽

り
乙

合計 1 2 1 1 2 2 3

3/123/133/143/183/254/54/6

成獣オス

他
合計

1

1

1

3 1 1

1 3 1 1 2 2

2004年

3/203/213/233/243/294/7

成獣オス

他

1 0
り

」ー

2 1 1

1

合計 1 4 2 1 1 1
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